
発達障害の正しい理解と
認知行動療法を用いた

効果的な関わり方

対 象 看護師、OT、PSW等の精神保健、福祉、
教育等の分野に従事している方々
認知行動療法初心者でも大丈夫です！

参 加 費 LIVE、録画 一律 5,000円

【問合せ】 事務局 info01@waconne.com
【共 催】 看護CBTを学ぶ会

和-conne（わこね）
【後 援】 一般社団法人CBTを学ぶ会

一般社団法人日本精神科看護協会

◆各々の経験則で、感覚的に関わっている
発達障害者への支援の仕方には個人差があり、正
しい理解が普及しているとは言えません。

◆精神保健現場あるある
「全然教科書通りにいかない・・・！」
「並存する問題が多すぎる」
「衝動のコントロールめっちゃ難しい」
→ 結果、効果的な支援が出来ずに発達障害に

苦手意識が・・・。

そこで、認知行動療法が役立つ！
いまいちど理解を深め、効率的な関わり方を学び
ませんか。関わり方の一例と、それを応用するに
はどんな学習が有効か？などもご紹介します。

詳細・申込
「看護CBTを学ぶ会」HP内の「研修案内」をご覧下さい
https://www.kango-cbt.com/

北海道医療大学 心理科学部 准教授
ときわこども発達センター 非常勤心理士

北海道医療大学大学院心理科学研究科博士課程修了
（博士・臨床心理学）

【専門】成人期の発達障害に対する認知行動療法
【著書】「ADHDに対する精神療法の考え方」 樋口輝彦・齊藤

万比古（監修）
成人期ADHD診療ガイドブック（2013年）など。

【論文】おとなのADHDに対する心理社会的治療（精神科治療学，
2013年）など。

【受賞】 Poster Abstract Award at the 1st Asian Congress on 
ADHD, Seoul（2012年）など。

録画視聴
2024年
3月25日～5月31日
定員 無制限

講師
金澤潤一郎先生 臨床心理士、公認心理師




